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万
世
町
梓
山
で
就
農
９
年
目
の
我
妻

協
祐
さ
ん（
32
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

果
樹
農
家
の
３
代
目
の
協
祐
さ
ん

は
、
東
京
農
業
大
学
卒
業
後
就
農
９
年

目
、
ご
両
親
と
３
人
で
ブ
ド
ウ
・
さ
く

ら
ん
ぼ
の
栽
培
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
ブ
ド
ウ
数
種
類
を
組
み
合
わ

せ
、
購
入
し
や
す
い
小
さ
な
パ
ッ
ク
で

道
の
駅
米
沢
に
出
荷
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
し
い
作
物
の
栽
培
と
そ

の
作
物
の
加
工
な
ど
６
次
産
業
化
を
進

め
た
い
と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
【
農
業
委
員　

樋
渡　

由
美
】

主な記事地
域
を
担
う
農
業
者

■地域を担う農業者  ………………………………
■新年のご挨拶  ……………………………………
■農地パトロール  …………………………………
■山形県農業委員会大会  …………………………
■東北・北海道活性化フォーラム  ………………
■合同ブロック協議会管内視察研修  ……………
■農業振興地域農用地の農地転用について  ……
■農村暮らし体験受入事業のご紹介  ……………
■農と食の元気っ子講座  …………………………
■雪若丸本格デビュー  ……………………………
■地域かわら版  ……………………………………
■米沢の花卉  ………………………………………
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新
年
の
ご
挨
拶
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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、西
日
本
で
の
豪
雨
や
度
重
な
る
台
風
の
上
陸
と
気
象
災
害
の
多
い
年
で
し
た
。

本
市
に
お
い
て
も
、
干
ば
つ
等
の
被
害
に
よ
り
、
稲
作
や
果
樹
に
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
昨
年
よ
り
、
国
に
よ
る
生
産
数
量
目
標
の
配
分
や
、
米
の
直
接
支
払
交
付
金
が
廃

止
さ
れ
る
な
ど
、米
作
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
替
わ
っ
て
、

県
や
市
の
再
生
協
議
会
が
生
産
の
目
安
を
示
し
て
の
作
付
け
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
国
的

に
作
況
が
下
が
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
米
価
が
上
昇
し
ま
し
た
。

　

農
政
に
お
い
て
は
、
米
国
抜
き
の
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
発
効
そ
し
て
欧

州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
と
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の
協
議
開
始
、
そ
し
て
米
国
と
の
物

品
貿
易
協
定
（
Ｔ
Ａ
Ｇ
）
交
渉
が
始
ま
り
、ま
す
ま
す
厳
し
い
農
業
の
状
況
と
な
る
の
で
、

国
内
対
策
を
強
化
す
る
よ
う
に
要
望
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
五
年
目
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
今
ま
で
以

上
に
地
域
で
の
話
し
合
い
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
農
業

委
員
会
も
必
ず
関
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
地
法
の
改
正
も
あ
り
、
園
芸
ハ
ウ
ス
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
に
関
す
る
監
視
や
、
農

地
バ
ン
ク
を
通
じ
て
相
続
未
登
記
農
地
を
担
い
手
に
集
約
す
る
制
度
な
ど
、
委
員
会
の
業

務
も
増
え
ま
す
が
、
今
年
も
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
連
携
を
強
化
し
、

「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
に
向
け
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
家
の
皆
様
、
そ
し
て
関
係
諸
機
関
の
御
指
導
・
御
支
援
を
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会

長

会
長
職
務
代
理
者
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委
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委
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伊
藤
　
精
司

小
関
　
善
隆

江
口
　
益
美

遠
藤
　
伊
一

樋
渡
　
由
美

二
宮
　
啓
一

高
橋
　
信
夫

佐
久
間
英
之

上
村
　
貞
義

古
畑
　
功
一

髙
橋
　
秀
治

菅
野
英
一
郎

我
彦
　
正
福

髙
橋
　
祐
弘

大
橋
　
久
芳

山
王
堂
民
榮

大
野
澤
　
進

鈴
木
　
晃
子

田
代
　
曻
一

農
業
委
員
会
委
員
一
同

農
業
委
員
会
会
長

伊
　
藤
　
精
　
司

農
地
利
用
最
適
化

　
　
　
推
進
委
員
一
同

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委
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委
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委
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委
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相
田
市
三
郎

石
川
　
正
義

伊
藤
　
俊
浩

桐
澤
林
右
衛
門

黒
田
義
一
郎

後
藤
　
　
仁

寒
河
江
一
紀

佐
藤
　
利
夫

佐
藤
　
俊
英

新
藤
　
広
一

鈴
木
　
勘
助

⻆
屋
　
耕
吉

竹
田
　
修
二

本
田
　
隆
則

山
口
　
正
行

吉
田
　
健
二

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す
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農
業
委
員
会
で
は
８
月
下
旬
と
10
月
下
旬
の
２

回
、市
内
全
域
で
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、
事
務
局

と
で
チ
ー
ム
を
作
り
調
査
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

８
月
は
主
に
遊
休
農
地
が
対
象
で
、
10
月
は
農
地

の
権
利
移
動
等
が
申
請
ど
お
り
に
行
わ
れ
て
い
る
か

の
調
査
で
す
。

　

中
山
間
地
の
遊
休
化
し
た
農
地
は
転
作
と
の
関
わ

り
も
あ
り
難
し
い
問
題
で
す
。
後
継
者
の
不
足
や
、

担
い
手
の
高
齢
化
は
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
有
効
打
が
無
い
の
が
現
状
で
す
。
折

か
ら
有
害
鳥
獣
の
被
害
も
多
く
な
り
、
農
家
だ
け
で

な
く
地
域
の
問
題
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
は
農
業
委
員
会
の
中
で
共
有

化
さ
れ
、
な
か
で
も
遊
休
農
地
対
策
委
員
会
が
中
心

と
な
り
現
状
の
把
握
と
と
も
に
対
策
や
解
消
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。【
農
業
委
員　

上
村　

貞
義
】  

　

平
成
30
年
度
山
形
県
農
業
委
員
会
大
会
が
、
11
月

16
日
、
南
陽
市
の
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
、
県
内
35
の
農
業
委
員
会
か
ら
、
農
業
委

員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
８
０
０
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
米
沢
市
か
ら
は
農
業
委
員
17
名
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
９
名
、
事
務
局
２
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
開
会
行
事
で
は
、
農
業
委
員
会
憲

章
唱
和
、
主
催
者
挨
拶

に
続
き
、
１
個
人
と
１

農
業
委
員
会
が
農
林
水

産
大
臣
表
彰
、
５
個
人

が
農
業
会
議
会
長
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
大
会
で

は
、
議
案
３
件
が
上
程

さ
れ
、
満
場
の
拍
手
に

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

２
件
は
申
し
合
わ
せ
で

の
実
現
と
な
り
ま
す
が
、「
農
地
利
用
の
最
適
化
の

取
り
組
み
を
強
化
す
る
た
め
の
政
策
提
案
」（
村
山

地
区
）
は
国
会
議
員
へ
要
請
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
金
山
町
の
女
性
農
業
委
員
か
ら
は
、「
県

内
の
農
業
委
員
会
の
中
に
は
、
女
性
農
業
委
員
が
い

な
い
市
町
村
も
あ
る
た
め
、
改
選
時
に
は
１
名
で
も

多
く
の
女
性
農
業
委
員
を
選
出
し
て
ほ
し
い
」
旨
の

要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

　

決
意
表
明
、
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
の
後
、
次
期
開
催

地
で
あ
る
村
山
地
区
の
代
表
挨
拶
で
閉
会
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
【
農
業
委
員　

田
代　

曻
一
】

　

平
成
30
年
度
東
北
・

北
海
道
活
性
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
８
月
24
日
、
北

海
道
札
幌
市
の
札
幌
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
、
米
沢

市
農
業
委
員
会
か
ら
は

伊
藤
会
長
と
２
名
で
参

加
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
農
業
会
議
会

長
の
多
田
正
光
氏
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
全
国
農
業
会

議
所
事
務
局
長
の
伊
藤
嘉
朗
氏
が
情
勢
報
告
を
行

い
、
そ
の
後
、
北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
副

研
究
院
長
の
野
口
伸
氏
に
よ
る
演
題
「
ス
マ
ー
ト
農

業
を
活
用
し
た
農
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
」
の
基

調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
と
し
て
、「
農
地
集
積
・
集
約
化
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」
岩
手
県
岩
手
町
農
業
委
員
会
、

「
被
災
地
農
業
復
活
ま
で
の
道
の
り
」
宮
城
県
仙
台

市
農
業
委
員
会
、「
大
規
模
な
農
地
集
積
に
よ
る
地

域
農
業
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
挑
戦
」
北
海
道
き
た
み

ら
い
農
業
協
同
組
合
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
、フ
ォ
ー
ラ
ム
ア
ピ
ー
ル
を
決
議
し
食
料
・

農
業
・
農
村
自
立
の
理
想
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
、
若

い
人
材
が
希
望
を
持
っ
て
農
業
に
邁
進
で
き
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
決
意
を
新
た
に
行
動
す
る
こ
と
を

誓
い
宣
言
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
【
会
長
職
務
代
理
者　

小
関　

善
隆
】

東
北·

北
海
道
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

山
形
県
農
業
委
員
会
大
会



農振計画変更の決定公告
（農振法第12条の規定による公告）

手続き完了通知（市農林課→申請者）

本協議（市農林課→山形県）
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９
月
、農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
合
同
で
上

郷
地
区
の
㈱
ビ
ッ

グ
フ
ィ
ー
ル
ド
（
県

内
で
牛
乳
の
生
産
量

が
一
番
）
に
お
伺
い

し
、
代
表
取
締
役
の

合
同
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
管
内
視
察
研
修

農業委員会からの
お願い

事業（工事）着手

農業振興地域農用地の農地転用について
　農用地区域内の農地転用については、農用地利用計画において指定された用途（農業用施設用地等）に供する場合
以外認められません。なお、農用地利用計画の変更（農用地区域からの当該農地の除外）が必要と認められる場合は、
農用地利用計画の変更（農振除外）をした上で、農地法による転用許可を得る必要があります。
　下記の手続きの流れを御確認いただき、不明な点は農業委員会事務局にお問い合わせください。

農振計画変更要望書（申請者→市農林課）
受付締切、6月、10月、2月の末日

農振計画変更（案）の公告
（農振法第11条の規定による公告）
・公告縦覧30日　・異議申立15日

・事前調査（市農林課）
・検討会議（市関係課）
・法定団体へ意見聴取

事前協議（市農林課→山形県）

【農振法】 【農地法】

農業振興地域農用地の農地転用申請手続きの流れ　～農振法と農地法の関係～

概　

ね　

６　

ヶ　

月

◇農地転用申請に係る事業の施行に関して、他法律の
許認可を必要とする場合は、農地転用申請の前、或
いは同時に他法令の申請をすることが必要です。

　他法律とは…
　　　　　　　・開発行為
　　　　　　　・宅地造成規制法
　　　　　　　・建築確認　・墓地埋葬法　等

※事業計画によっては、決定公告日以降でないと申請
できない場合もありますので、あらかじめ農業委員
会事務局へご相談ください。

農振計画変更の完了通知を受理後、申請が
完了したと思い込み事業着手する事前着工
（違反転用）があります。事業着手は、農
地転用の許可がおりてから行って下さい。

農地転用許可申請（申請者→市農業委員会）
受付締切、毎月 28日閉庁日の場合は直前の開庁日

毎月中旬に開催される定例総会で審議・決定
（3,000㎡以上の農地案件は、山形県農業会議へ諮問）

農地転用許可決定・許可書交付（市農業委員会→申請者）

工事完了報告（申請者→市農業委員会）

※これ以降

※これ以降

太
田
源
一
さ
ん
に
経
営
の
特
徴
を
説
明
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
団
地
化
し
て
い

る
飼
料
作
物
の
デ
ン
ト
コ
ー
ン
畑
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

現
在
の
経
営
規
模
は
１
２
０
０
頭
前
後

で
す
が
、
最
終
目
標
は
搾
乳
牛
１
８
０
０

頭
、
乾
乳
牛
、
育
成
牛
を
含
め
て
３
０
０

０
頭
と
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

太
田
さ
ん
は
、
美
し
く
な
け
れ
ば
酪
農

場
で
は
な
い
と
の
経
営
信
念
の
基
に
、
臭

い
対
策
に
は
一
番
気
を
配
り
環
境
美
化
に

努
力
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
置
賜

地
区
の
遊
休
農
地
、
耕
作
放
棄
地
の
積
極

的
な
解
消
に
参
加
し
、
地
域
農
業
の
振
興

に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
と
抱
負
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。【
農
業
委
員　

遠
藤　

伊
一
】
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農村暮らし体験（教育旅行）受入事業のご紹介

米沢だからこそできる
笑顔と感涙の

農村暮らし交流体験

　農村暮らし交流体験（農村民泊体験）
は都市部の学校を中心に修学旅行や野外
活動として、全国の農山漁村地域で盛
んに受入が行われており、本市では平
成25年度から受入をスタートしました。
農村での暮らし体験を通じて、子どもた
ちの成長につなげるきっかけ作りや地域
の活性化を目的に、様々な農村資源を活
用して都市部中学生、海外高校生、大学
生の受入を行っています。
　提供する体験は、“地域の資源を活か
した暮らしそのもの”。各家庭に3 ～ 5
人の子どもたちが民泊しながら、農作業
や自然散策、郷土料理作りなど、その家
庭が出来る普段の暮らしを子どもたちと
一緒に行います。
　その中で大切にしていることは、子ど
もたちと受入家庭の皆さんとの“交流”
です。受入家庭と子どもたちは初対面で
すので、子どもたちは修学旅行の楽しみ
だけでなく緊張や不安があるかと思いま
すし、受入家庭もどんな子どもたちが来
るのか少し不安な気持ちもあるかもしれ
ません。しかし、対面式が終わって各家
庭に移動し、受入家庭の皆さんから畑仕
事や料理などを教えてもらいながら過ご
していく中で、だんだんと緊張がほぐれ、
翌日のお別れ式では涙と笑顔の子どもた
ちがいます。わずか₁泊₂日の交流です

問合先　産業部農林課農政担当　中川、藁科　電話　22-5111（内線5003）

が、初めて会う自分達に優しく楽しく接
してくれる受入家庭の方々のあたたかさ
を感じ、子どもたちにとって心に残る思
い出となると同時に、この農村民泊体験
は「楽しかった」だけではない、“何か”（例
えば、自然、食、自分の家族、自分の地
域との違い）を考える生きた学習になり
ます。
　本市でこの体験事業に参加された家庭
は、関地区、南原地区、小野川・赤芝
地区などの方々延べ28軒。今までに約
1,000人の生徒・学生が農村暮らし体験
を経験しました。
　本市としても教育旅行の受入をとおし
て米沢ファンを増やし、またぜひ米沢を
訪れるきっかけづくりを今後も継続して
行っていきたいと考えております。

「私にできるかしら？」、「サポート体制
はどうなっているの？」、「受入事業に参
加してみたい！」など、興味のある方は、
下記担当までご連絡をお願いします。
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農
業
体
験
を
通

し
農
業
を
身
近
に

感
じ
、
食
の
大
切

さ
や
郷
土
を
慈
し

む
心
を
育
て
、
親

子
の
絆
を
深
め
な

が
ら
楽
し
く
学
べ

る
11
年
続
い
た
人

気
の
「
米
沢
元
気

村
」
で
し
た
が
、
農
業
委
員
会
の
制
度
改

正
に
伴
い
、
今
年
度
か
ら
名
称
を
「
農
と

食
の
元
気
っ
子
講
座
」
と
し
活
動
内
容
を

一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
市
内
の
小
学
生

５
、６
年
生
を
対
象
に
９
月
１
日
、
10
月

20
日
の
２
回
、
三
沢
地
区
に
て
秋
な
ら
で

は
の
農
業
体
験
と
旬
の
食
材
で
の
調
理
を

行
い
ま
し
た
。

　

１
回
目
の
９
月
１
日
は
あ
い
に
く
の
雨

で
し
た
が
、
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
や
る

気
満
々
で
簗
沢
地
内
の
畑
に
行
き
、
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
と
い
う

ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
か
ぼ

ち
ゃ
、
お
も
ち
ゃ
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
、
観
賞

用
の
珍
し
い
か
ぼ
ち
ゃ
を
収
穫
し
三
沢
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま

で
運
び
ま
し
た
。
調
理
実

習
で
は
か
ぼ
ち
ゃ
を
練
り

こ
ん
だ
パ
ン
を
焼
き
、
米

沢
牛
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ

や
旬
の
野
菜
を
は
さ
ん
だ

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
、か
ぼ
ち
ゃ
の
ス
ー
プ
、

ぶ
ど
う
や
桃
を
の
せ
た
お
い
し
い
パ
フ
ェ

を
作
り
ま
し
た
。

　

２
回
目
の
10
月
20
日

は
家
族
も
参
加
し
、
青

空
の
も
と
簗
沢
の
麦
わ

ら
ぼ
う
し
に
て
栗
ひ
ろ

い
を
し
た
後
、
１
回
目

に
収
穫
し
た
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
か
ぼ
ち
ゃ
で
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
・
ラ
ン
タ

ン
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
調
理
実
習
は

三
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し

て
、栗
ご
は
ん
、鮭
の
ホ
イ
ル
焼
き
、芋
煮
、

紅
玉
の
パ
イ
を
作
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
漬

物
や
煮
物
、
果
物
な
ど
、
実
り
の
秋
を
存

分
に
味
わ
い
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
２
回
と
も
楽
し
く
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
元

気
村
が
な
く
な
る
と
聞
い

て
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
ま
た
参
加
で
き
て

嬉
し
か
っ
た
で
す
」、「
ま

た
来
年
も
友
達
を
誘
っ
て

参
加
し
た
い
で
す
」、「
初

め
て
か
ぼ
ち
ゃ
が
な
っ
て

る
と
こ
ろ
を
み
ま
し
た
」、「
収
穫
よ
り
運

ぶ
の
が
重
く
て
農
家
さ
ん
の
大
変
さ
が
わ

か
り
ま
し
た
」、「
苦
手
な
野
菜
も
自
分
で

作
っ
た
ら
食
べ
ら
れ
ま
し
た
」
な
ど
多
く

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
年
も
、
子
供
た
ち
に
、
よ
り
農
業
と

食
文
化
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
企

画
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
支
援
ご

協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
【
農
業
委
員　

鈴
木　

晃
子
】

新
「
農
と
食
の
元
気
っ
子
講
座
」
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
!!
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地域かわら版 南原そば部会

　

南
原
そ
ば
部
会
は
、
現
在
会

員
37
名
、
作
業
受
託
件
数
が
１

０
０
件
、
面
積
１
１
８
㌶
の
作

業
受
託
組
織
で
す
。

　

昭
和
60
年
３
月
に
南
原
蕎
麦

の
普
及
を
目
的
に
自
家
栽
培
・

自
家
消
費
を
始
め
た
会
で
し
た

が
、
近
年
は
転
作
作
物
と
し
て

の
そ
ば
作
付
拡
大
に
よ
り
作
業

受
託
組
織
と
し
て
活
動
す
る
こ

と
が
主
力
と
な
り
、
播
種
か
ら

刈
取
り
、
乾
燥
調
製
、
製
品
作

り
、
販
売
ま
で
一
貫
し
て
受
託

し
、
水
田
及
び
畑
地
の
遊
休
地

軽
減
に
尽
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

部
会
で
生
産
し
て
い
る
玄
そ

ば
は
、
市
内
そ
ば
屋
さ
ん
７
店

舗
、
主
要
取
引
先
の
長
野
の
製

粉
所
の
ほ
か
、
昨
年
か
ら
は
東

京
浅
草
や
九
州
佐
世
保
の
そ
ば

屋
さ
ん
な
ど
県
外
の
販
売
先
が

増
え
、
食
味
の
評
判
も
上
々
で

引
き
続
き
取
引
が
期
待
で
き
そ

う
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
よ
り
多
収
穫
で

倒
伏
し
に
く
い
新
品
種
「
Ｂ
Ｗ

５
号
」
を
試
験
的
に
栽
培
し
、

将
来
は
販
路
拡
大
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
転
作
の
そ
ば
栽

培
で
農
家
の
収
入
確
保
の
お
手

伝
い
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
農
業
委
員　

山
王
堂　

民
榮
】

　

つ
や
姫
の
弟
分
と
し
て
昨
年
本
格
デ

ビ
ュ
ー
を
し
た
「
山
形
１
１
２
号
」
雪

若
丸
を
初
め
て
栽
培
し
た
農
家
の
方
々

に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　

事
前
の
栽
培
講
習
会
で
は
、
出
穂
、

成
熟
共
は
え
ぬ
き
並
で
標
準
よ
り
や
や

遅
い
事
、
丈
が
短
く
倒
伏
に
強
く
栽
培

し
や
す
く
、
直
播
適
性
に
も
優
れ
て
お

り
、穂
い
も
ち
の
圃
場
抵
抗
性
が
〝強
〟、

耐
冷
性
は
〝や
や
強
〟、高
温
耐
性
は
〝や

や
強
〟
で
あ
る
事
、
食
味
に
つ
い
て
は

炊
飯
米
の
白
さ
・
外
観
・
光
沢
・
味
に

優
れ
粘
り
と
硬
さ
の
バ
ラ
ン
ス
が
こ
れ

ま
で
に
な
い
新
食
感
で
あ
る
事
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
栽
培
し
た
農
家
の
声
を
聞
い

て
み
る
と
、「
苗
の
時
か
ら
思
っ
た
よ

り
丈
が
短
く
、
出
穂
ま
で
心
配
だ
っ

た
」、「
葉
色
が
濃
い
の
で
カ
メ
ム
シ
の

被
害
が
心
配
だ
っ
た
」、「
い
も
ち
の
耐

抗
性
は
、
は
え
ぬ
き
並
の
感
じ
が
し

た
」、「
収
量
は
今
年
は
全
般
的
に
低
く
、

一
様
に
は
言
え
な
い
」。
等
の
感
想
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
本
格
的
に
栽
培
さ
れ
て
一
年
目

で
あ
る
の
で
昨
年
は
各
農
家
手
さ
ぐ
り

の
状
態
で
し
た
が
、
一
年
栽
培
す
れ
ば

農
家
は
必
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
品
種
の
特
性

を
つ
か
み
、
今
年
度
以
降
も
高
品
質
の

雪
若
丸
を
生
産
・
出
荷
す
る
と
確
信
を

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
【
農
業
委
員　

佐
久
間　

英
之
】

雪
若
丸
本
格
デ
ビ
ュ
ー
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米沢の花卉
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　あけましておめでとうございます。今回発行が101
号で新スタートを切りました。これからも広報を通し
て農業委員会の活動、役割、地域の取り組み、農政情
報などを紹介し、農業の一助となれるよう
広報委員一同頑張っていきたいと
思います。今年もよろしくお願い
します。　　
　　　【広報委員長　我彦　正福】

広報「農委よねざわ」101号
発行日　平成31年1月1日

発　行　米沢市農業委員会
　　　　〒992-8501　米沢市金池5―２－25
　　　　☎0238-22-5111（内線5905）
委員長　我彦　正福
委　員　遠藤　伊一　樋渡　由美　上村　貞義
　　　　山王堂民榮　鈴木　晃子　佐久間英之
　　　　髙橋　秀治　田代　曻一
印　刷　株式会社羽陽印刷

　塩井地区でアルストロメリアを中心に花卉栽培を経営
している㈱相田花卉を紹介します。お話を代表の相田哲
郎さんに聞いてきました。
　栽培の概要は、軽量鉄骨のハウス、53aの栽培面積で
アルストロメリア12品種、白、ピンク、黄色など、約
７色の種類を周年で栽培し、特に４月から６月上旬にか
けて出荷のピークを迎えるとのことです。家族３人、従
業員２人、パート１人の労働力で出荷調整と栽培管理を
しているそうです。
　アルストロメリアを栽培するうえで、一番注意してい
るところを質問したところ、哲郎さんは、ハウス内の温
度管理が難しいとのことで、温度の違いで、収量、花の
鮮度、色などいろんな所に影響が出てくるそうで、ハウ
ス内の換気やボイラーの温度調節など、毎日気を使って

管理しているそうです。
　出荷先は、JAで共出荷
をしており、県外の市場
に出荷の他、地元の愛菜
館にも出荷しているそう
です。
  【農業委員　高橋　秀治】
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	農委よねざわP6_12-10
	農委よねざわ

